
33顔面蜂窩織炎･丹毒から敗血症､

横紋筋融解症、急性腎不全を呈

した一例

慈泉会相薄病院透析腎不全センター

平田聖文　塚田渉　小口智雅　神應裕

入声完時論鮮レントゲン

症 例 :69歳男性
主 訴 :発熱 顔面腫脹

既往歴 :高血圧症 糖尿病 副鼻腔炎

猫を4匹飼っている｡
家族歴 二特記事項なし｡

現病歴 :平成16年2月2日に感冒症状あり｡2月
3日より顔面腫脹が出現 した｡2月6日39度の発
熱が出現 し､顔面腫脹が増悪 したため近医受

診 した｡顔面蜂落梅炎と診断され､当院紹介

され入院となった｡

入院時身体所見 :
意払う■明｡
血圧 122/85nTdlg､脈拍 132/分､鼓 ｡
体温 38.6oC.表在リンパ節をAi知せず,眼稔
轄膜に焚血を埋めず｡
胸部 :呼吸音正常､ラ音を*取せず､心音正*､
心雑音を聴取せず｡
腹部 .平坦､軟.肝勝地知せず｡
四肢 ･浮EIを捻めす.細面から頚部全休にnIAI
発赤を妃める｡左覗絵が著明に吐AIL.*付暮
を認める｡
神経学的所見 :異常を惣めず｡

入院時顔面写真
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入院時検査所見
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入院後位iA.抗生剤イミベネム､クリンダマイシンの投与を

rNl始した.旬二項日伐P定量 22.6と低下した｡PT 15.7秒
IPTTJI71秒 AT-班57% FDP1749の所見であり､凝固
由子の不足に対し､FTP6単位の投与を行った｡

軒三満目CK2342と低下した｡BUN26.0Crl,1と腎機能の
改書がみられた｡CRP定量 9.8と低下した｡以後炎症反応は
治攻により改善した｡またPT14.4秒 APTT45.1秒
AT-Ⅲ 72I Fl)P9.70と凝固系の改善がみられ､DICも
改善偵向と考えられた｡第四病日CK603まで低下した｡
Y拙能も正常化し､CNF解除した｡2月21日第十一病日まで
抗生剤の投与を行った｡振面の腫脹発赤は改善した｡



治療後顔面写真

まとめ

(1)顔面蜂寓織炎 ･丹毒から敗血症､横紋筋融
解症､急性腎不全､DlCを呈した-例を経験

した｡

(2)顔面蜂寓織炎に対し抗生剤の投与を行い､
敗血症､横紋筋融解症､急性腎不全に対して
持続血液漉過を施行した｡治療によりこれら

の病態および､政面の皮庸所見は改善した｡
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